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目的 健康・医療情報の多くは，リスクやベネフィットなどの数量や確率といった数値情報を多く

含んでいる。一般市民は，健康・医療情報で提示される数値情報を適切に理解し，情報に基づ

いた意思決定が求められる。したがって，学齢期からの健康に関する数的思考力（ニューメラ

シー）向上を目的とした教育が重要となる。ニューメラシーとは，「日常生活における様々な

場面において，必要となる数学的な情報や考え方を検索し，活用し，解釈し，伝達する力」と

定義される。本研究では，オーストラリアの初等・中等教育の保健体育科教育で行われている

ニューメラシーに関連する項目について内容を概観し，健康に関するニューメラシー向上のた

めの健康教育の課題を明らかにすることを目的とした。

方法 オーストラリアで実施されているニューメラシーに関する教育について，Australian Cur-

riculum の情報を収集し，オーストラリアで実際に用いられている保健体育科の教科書の記載

内容について検討した。

結果 Australian Curriculum では，◯ニューメラシーは，汎用的能力として位置づけられ，◯

ニューメラシーは，教科横断的にカリキュラム全体で育成されるべき能力として示され，◯保

健体育科は，ニューメラシーと関連の高い学習領域の一つに取り上げられており，健康に関す

るニューメラシーの教育は主に保健体育科で取り扱われていた。保健体育科における Numer-

acy Learning Progression のうち，保健に関連の高い内容は，「パーセンテージの操作」「数字

のパターンと代数的思考」「単位の比較」「測定単位の比較」「測定値の計算」「データの解釈」

であり，Year8（13歳）と Year10（15歳）で扱われていた。

結論 健康に関する数値情報を正しく理解するために，日本の健康教育においてもニューメラシー

を向上する学習が求められる。そのため Australian Curriculum の保健体育科における健康に

関するニューメラシー教育の内容が参考になると考えられた。
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 緒 言

健康・医療情報は，医療者から直接提供される情

報の他に，インターネット，テレビ，新聞等のメ

ディアを通じて容易に入手できるようになった。そ

の情報の多くは，内服薬の用量や期間，栄養成分情

報，検査値，治療のリスクやベネフィットなどの数

量や確率といった数値情報を多く含んでいる。その

ため一般市民は，健康・医療情報で提示される数値

情報を適切に理解し，情報に基づいた意思決定につ

なげることが求められる。しかしながら，一般市民

の多くは，健康・医療の場面で提示される数値情報

を十分に理解できないことや，感情に基づいてリス

クとベネフィットを推定するため，不正確なリスク

評価をする傾向があることが指摘されている1)。ま

た，数的思考力（ニューメラシー）の低い患者は，

情報の表現方法に影響を受けて，意思決定する傾向

があることが明らかになっている2)。

ニューメラシーとは，経済協力開発機構（OECD）

の国際成人力調査では読解力（literacy）とともに
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数的思考として測定され，「日常生活における様々

な場面において，必要となる数学的な情報や考え方

を検索し，活用し，解釈し，伝達する力」と定義さ

れている3)。

ニューメラシーと健康に関する最近の研究では，

ニューメラシーは健康行動に関する自己効力感の向

上4)や慢性疾患の自己管理能力の向上5～7)，共有意

思決定における価値観や選好の評価と関連する8～10)

ことが報告されている。加えて健康信念モデル，防

護動機理論などの代表的な保健行動理論によれば，

リスク認知，確率による結果の推定，リスクとベネ

フィットを比較する能力などのニューメラシースキ

ルは，意思決定の重要な規定要因であることも示さ

れている2,11,12)。したがって一般市民のニューメラ

シースキルの向上は，個人の健康行動の促進におい

て重要であると考えられる。

以上の状況から，いくつかの先進国の初等・中等

教育の保健体育科においては，健康に関するニュー

メラシー教育が行われている13～16)。これに対し

て，現在我が国の学校教育では，ニューメラシーに

関する教育は主に算数・数学教育で行われている。

しかし平成29年告示小学校体育科・中学校保健体育

科学習指導要領，平成30年告示高等学校保健体育科

学習指導要領における「保健の見方・考え方｣17,18)

では，「個人及び社会生活における課題や情報を，

健康や安全に関する原則や概念に着目して捉え，疾

病等のリスクの軽減や生活の質の向上，健康を支え

る環境づくりと関連付けること」とされ，リスクの

軽減の視点が明記された。ただし，学習指導要領お

よび学習指導要領解説では，リスクを適切に理解す

るためのニューメラシーを向上させる学習内容や指

導方法の工夫は取り扱われていない。一方で，体育

と数学を教科横断的に学ぶような STEAM 教育と

いう概念が，現在日本はもちろん世界で注目されて

おり19)，今後日本でも体育科，保健体育科において

健康に関するニューメラシーを取り上げる教育が進

むことが期待される。

とくに早くからニューメラシーのような汎用的能

力を教科横断的に育成してきた国がオーストラリア

である20)。その中で，オーストラリアの初等・中等

教育における保健体育科では，データを数値や図表

形式で表現したり解釈したりする学習が組み込まれ

ている。そこで本研究では，オーストラリアの初

等・中等教育の保健体育科教育で行われている

ニューメラシーに関連する項目から，保健に関する

内容を概観し，健康に関するニューメラシー向上の

ための健康教育の課題を明らかにすることを目的と

した。

 方 法

オーストラリアで実施されているニューメラシー

に関する教育について，オーストラリアの連邦政府

機関である Australian Curriculum, Assessment and

Reporting Authority（ACARA）の公式ホームペー

ジ21)から，Australian Curriculum F-10 curriculum22)

の情報を収集した。対象とする年代は，Year1（6

歳）から Year12（17歳）とした。これらは，年齢

的には日本の初等・中等教育にほぼ相当する。同時

に，オーストラリアで実際に用いられている保健体

育の教科書である“Health & Physical Education for

the Australian Curriculum Years 7 & 8”23)“Health &

Physical Education for the Australian Curriculum

Years 9 & 10”24)の記載内容について検討した。

 結 果

. オーストラリアの教育制度

オーストラリアでは，教育は憲法上各州の責任と

され，初等中等教育も基本的には各州政府・教育省

の管轄であり，学校制度や教育内容は各州により異

なっている25)。教育制度は，初等教育は Year1（6

歳）からで州により 6 年間または 7 年間，中等教育

は州により 5 年間または 6 年間であり，そのうち

Year10（15歳）までが前期中等教育，それ以降が

後期中等教育 2 年間となっている。義務教育は，6

歳から16歳までである。教育課程の基準は，以前は

国として定められた基準は設けられておらず，各州

において独自のカリキュラムが策定されてきたが，

1989年「国家教育指針」の策定後，国として教育課

程の統一化，共通化が図られるようになってきた。

2008年からオーストラリアで初めての全国統一のカ

リキュラムの開発が始まり，連邦政府機関である

ACARA によってナショナル・カリキュラムである

Australian Curriculum の開発が進められてきた20)。

2013年には，ほぼすべての学習領域においてカリ

キュラムが開発され，段階的に学校で実施されてい

る。現在，すべての州および地域において Aus-

tralian Curriculum の完全実施，あるいはこれに準

拠した州独自の教育課程が施行されており，Aus-

tralian Curriculum に基づいた教育が行われてい

る26)。また，2020年からは，義務教育後の後期中等

教育段階でも同カリキュラムの使用が開始され，そ

れによりすべての教育段階および学習領域で統一し

た指針・基準に従い教育が提供されることになっ

た27)。

Australian Curriculum の構造としては，◯英語や

算数・数学，科学などの各学習領域（Discipline-
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based Learning Areas）（教科），◯21世紀を生き抜

く上で必要なスキルとしての汎用的能力（General

Capabilities），◯領域横断的な優先事項（Cross-

Curriculum Priorities）の 3 要素から構成される。

Australian Curriculum では，従来の学習領域ごとの

カリキュラムのほか，特定の汎用的能力や領域横断

的優先事項を軸に，それらの指導・学習のながれを

示している。「汎用的能力」は，各学習領域をまた

がって必要とされる知識（knowledge），スキル

（skills），行動（behaviors）および資質（dispositions）

を示したものである。具体的には，リテラシー，

ニューメラシー，ICT 技能，批判的・創造的思考

力，倫理的行動，異文化理解，個人的・社会的能力

の 7 つの能力が含まれる。学習目標や学習内容は，

Foundation から Year2，Year3 から 4，Year5 から 6，

Year7 から 8，Year9 から10の 5 段階の学年の区切

りごとに示されている。評価については，

「Achievement Standard（達成基準）」が示されてお

り，これは児童生徒の達成度を測るものである。

. Australian Curriculum におけるニューメラ

シー

ニューメラシースキルは，主に算数・数学で育成

される能力であるが，Australian Curriculum では，

教科横断的にカリキュラム全体でニューメラシース

キルを使用する必要があることを示している。これ

は，各学習領域の学習の充実を図るだけでなく，数

学的な考え方が生活に密接に関連していることを理

解するためと説明される。そのため，ニューメラ

シーは「汎用的能力」として位置づけられており，

「児童生徒は，様々な学習領域や学校外での実生活

の中で，数学の知識とスキルを身につけることで計

算能力が向上する。ニューメラシーには，児童生徒

が幅広い状況で数学を使用するために必要な知識，

スキル，行動および資質が含まれる。これは，児童

生徒が数学の役割を理解し，数学の知識とスキルを

意図的に使用する資質と能力を持つことが含まれ

る｣28)と説明される。ニューメラシーは，以下の 3

つの要素で構成されている。「数感覚と代数」「測定

と形状」「統計と確率」である。さらに，各要素に

は下位要素が定められており，学年レベルに応じた

学習内容が示されている。各要素の学習内容は，

「数感覚と代数」には，「数の定量化」「加法の方略」

「乗法の方略」「小数の操作」「パーセンテージの使

用」「金銭の理解」「数的パターンと代数的思考」

「単位の比較（比，比率，割合）」「分数の解釈」の

9 つが含まれ，「測定と形状」には，「測定単位の理

解」「図形的性質の理解」「ポジショニングと位置決

め」「時間の計測」の 4 つが含まれ，「統計と確率」

には，「偶然性の理解」「データの解釈と表現」の 2

つが含まれる。

. オーストラリアの保健体育科におけるニュー

メラシー教育の概要

ニューメラシーと関連の高い学習領域または教科

の一つに，保健体育科（Health and Physical Educa-

tion）が挙げられている。Australian Curriculum の

保健体育科29)では，学習を通して健康に関する数値

の重要性を理解し，数学の知識とスキルを適切に活

用できるようにする。ACARA は，保健体育科の学

習に関連するニューメラシーの学習内容と目標達成

基準を示した Numeracy Learning Progression30)を

提案している。Numeracy Learning Progression に

よると，保健体育科のニューメラシーの学習は

Year8（13歳）と Year10（15歳）で取り扱い，学習

内容は，「パーセンテージの使用」「数字のパターン

と代数的思考」「単位の比較」「測定単位の理解」

「図形的性質の理解」「位置決め」「時間の測定」「デー

タの解釈と表現」である。目標達成基準は，Year8

では「自分，他者およびコミュニティの健康，安

全，ウェルビーイングを向上させるための方略と実

践について調べることができる」「環境との結びつ

きが，どのように健康やウェルビーイングを向上さ

せるかを調べることができる」「十分な情報に基づ

く意思決定を行い，自分や他者の健康，安全，ウェ

ルビーイングを向上するための行動を提案し，実践

するスキルを身につけることができる」であり，

Year10では「信頼できる情報源から健康情報を入

手し，統合し，健康状態への対応策を提案し，説明

することができる」「自分や他人の健康，安全，ウェ

ルビーイングを向上するために，意思決定と問題解

決のスキルを身につける」である。Numeracy

Learning Progression について，どのような内容が

記載されているのかを表 1 に示した。ここでは，保

健体育科における Numeracy Learning Progression

のうち，保健の学習に最も関連の高い目標達成基準

と学習内容を取り上げた。

1) パーセンテージの使用

生徒がパーセンテージを用いて数量を表すことに

より，健康行動の実践の課題を把握し予測を立てる

ことができるようにする。「パーセンテージの使用」

は，Year10で扱われ，学習の指標は「全体の一部

としてのパーセンテージを求める」「パーセンテー

ジや部分から全体を求める」「パーセンテージの計

算ができる」である。

2) 数字のパターンと代数的思考

生徒が数とパターンの関係を特定し，健康や

フィットネスの計画立案ができるようにする。「数
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表 保健に関する Numeracy Learning Progression の内容

1) パーセンテージの使用（Year10）

生徒がパーセンテージを用いて数量を表すことにより，健康行動の実践の課題を把握し予測を立てることができる

ようにする。

全体の一部としてパーセンテージを求める

数量の割合を求める。たとえば，年齢層別の交通事故の割合を求めることができる。

任意の量のパーセンテージを計算するために乗算する。たとえば，250 g の12は30 g というようにシリアルに含

まれる砂糖や脂肪の量を計算できる。

数量のパーセンテージを求め表現する。たとえば，薬の適切な量を計算するときに，10 mL が200 mL に対して

何かを計算できる。

パーセンテージや部分から全体を求める

ある割合から全体を求める。たとえば，消費エネルギー量を計算する場合，20が1,300 kJ であれば，全体は

6,500 kJ とわかる。

パーセンテージの計算ができる

パーセンテージの計算をする。たとえば，年齢層別の身体活動量など，時系列で増減率を計算し傾向を把握できる。

様々な場面で乗算を使って問題に対する適切な解決策を選択できる。たとえば，食品ラベルを調べてファストフー

ドは糖分や脂肪分が何上回っているか計算できる。

2) 数字のパターンと代数的思考（Year10）

生徒が数とパターンの関係を特定し，健康やフィットネスの計画立案ができるようにする。

代数的関係

様々な状況で，関係を表す数式や代数的表現を解釈し使用する。たとえば，BMI が体重と身長の 2 乗の関係

（kg/m2）を表していることを理解し使用できる。

3) 単位の比較（Year10）

生徒が比，比率および割合を使って単位を比較し，栄養表やラベルの解釈や健康的な食事やフィットネスの計画立

案ができるようにする。

比

同じ測定単位間を比較する。たとえば，食品中の炭水化物，脂肪，タンパク質の比を計算することができる。

比を分数やパーセントで表現する。たとえば，健康的な食事を選択する場合に，11 の比はそれぞれ全体の 1/2

または50を表していることがわかる。

ある一定の濃度を保つため，比を使って量を増やしたり減らしたりすることができる。

比率

量の変化を知るために，比率を使うことができる。

割合

割合を比で解釈する。たとえば，脂肪と糖分の割合を比較できる。

1 つの量を増やすと全体の割合にどのような影響を与えるかを理解する。

比例と反比例の違いを理解する。たとえば，運動量の増加と体力の増加（比例），運動量の増加と冠動脈疾患のリ

スクの減少（反比例）のような割合を理解できる。

4) 測定単位の理解（Year8）

生徒が速度，距離，重量，容量，身長を測定して，栄養やフィットネス，野外活動などの様々なパフォーマンスス

キルに関する情報収集し，健康，ウェルビーイングやフィットネスを向上するための計画立案ができるようにする。

正式単位の使用

標準的な単位を使用して，長さ，面積，質量，体積，容量を測定し，比較，推定することができる。

測定値の計算

測定単位間で変換する。たとえば，長さや高さを測るとき cm から m へ，重さを測るとき g から kg へと単位間で

変換できる。

1 メートルが100センチメートルで，1 平方メートルが10,000平方センチメートルであることを説明できる。

831第70巻 日本公衛誌 第12号2023年12月15日
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表 保健に関する Numeracy Learning Progression の内容（つづき)

5) データの解釈と表現（Year10）

生徒がデータから関係や傾向を説明し，結果を予測し将来の行動を計画を立てることができるようにする。また，

統計的な表示を解釈し，他者の主張に対して批判的に考え，疑問を投げかけたり確認したりすることができるように

する。

データ表示の形式

データを表現するために最も適切な統計を選び計算することができる。

分布の典型的な値を表すものとして，基本的な記述統計（平均値，中央値）を使うことができる。

同じデータについて異なる表現方法の有効性を比較できる。

データのグラフィカル表現

データ収集の目的に応じてグラフを選択する。たとえば，折れ線グラフ，棒グラフ，ヒストグラムを適切に選択で

きる。

グラフの特徴を理解して予測を立てる。たとえば，様々なグラフを解釈し，データに基づいて将来の傾向や可能な

対策を予測できる。

成長や変化を表す連続変数は，時間の経過とともに変化することが理解できる。

実生活におけるグラフのパターンを解釈し説明する。たとえば，肥満と運動など 2 つの変数の関係を調べ散布図を

描くことができる。

データの異常値の影響を解釈できる。

サンプルと母集団のどちらを使用するかを決定する。たとえば，健康に関する研究結果が発表されたときサンプル

サイズを調べることできる。

母集団からどのようなサンプルを使用するか決定できる。

サンプルからエビデンスに基づいて母集団について説明できる。

バイアスの認識

データに基づく主張を評価するため分布を理解する。たとえば，統計を批判的に分析することができる。

偏った統計的要素を含むデータソースを正当に批判をできる。

調査データの報道において，誤りの原因となりうるバイアスを認識し説明できる。
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字のパターンと代数的思考」は，Year10で扱われ，

学習の指標は「代数的関係」である。

3) 単位の比較

生徒が比，比率および割合を使って単位を比較

し，栄養表やラベルの解釈や健康的な食事やフィッ

トネスの計画立案ができるようにする。「単位の比

較」は，Year10で扱われ，学習の指標は「比」「比

率」「割合」である。

4) 測定単位の理解

生徒が速度，距離，重量，容量，身長を測定し

て，栄養やフィットネス，野外活動などの様々なパ

フォーマンススキルに関する情報収集をし，健康，

ウェルビーイングやフィットネスを向上するための

計画立案ができるようにする。「測定単位の比較」

は，Year8 で扱われ，学習の指標は「形式単位の使

用」「測定値の計算」である。たとえば，実際の教

育実践では，Year8 で身体計測の授業において具体

的な数値を用いて，必要とする単位や数値計算につ

いて学習している16)。

5) データの解釈と表現

生徒がデータから関係や傾向を説明し，結果を予

測し将来の行動計画を立てることができるようにす

る。また，統計的な表示を解釈し，他者の主張に対

して批判的に考え，疑問を投げかけたり確認したり

することができるようにする。「データの解釈」は，

Year10で扱われ，学習の指標は「データ表示の形

式」「データのグラフィカル表現」「バイアスの認識」

である。

. 教科書に記載されている具体的内容

1) Year7&8 用教科書

ニューメラシーに関する学習内容は，「緊急時の

基本的な応急処置」「安全を確保するスキル」「食品

ラベルの理解」「ストレス軽減と対処」「食品の推奨

事項」「屋外活動と健康」で取り上げている。たと

えば，「緊急時の基本的な応急処置」では，アナフィ

ラキシーの原因とその時間経過や対応について説明

され，アナフィラキシーの時間経過（アレルゲンに

触れてから20分から 2 時間の間に発生する）や，ア

ナフィラキシーの原因（1/3 が食物アレルギーによ

るものである）について数値を使って具体的に示し

ている。「安全を確保するスキル」では，棒グラフ

を示して生徒の年齢別の飲酒経験のない者のを提

示している。「食品ラベルの理解」では，ラベルを

読み取り，この食品を 2 食摂取した場合のエネル
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ギーは何キロジュールであるかを計算する。「スト

レス軽減と対処」では，安静時の心拍数を 1 分間測

定し，1 時間あたりの心拍数，1 日あたりの心拍数

などを計算する。

2) Year9&10用教科書

ニューメラシーに関する学習内容は，「思春期の

アイデンティティ」「意思決定」「心肺蘇生法」「健

康的な食品の選択」「健康に責任をもつ」「健康と

ウェルビーイングをリードする若者たち」で取り上

げている。「思春期のアイデンティティ」では，以

下のオーストラリアの人口統計を挙げている。15歳

から24歳の人口は240万人でオーストラリアの総人

口の14を占める。18歳から24歳の女性では16が

定期的にリスクの高い飲酒をしていると回答し，こ

れは25歳以上の女性（5）の約 3 倍となる」であ

る。ここでは，基準となる人口を分母で示し，パー

センテージを出している。「健康に責任をもつ」で

は，飲料（Coca-Cola，Sprite，Red Bull など）に

含まれる 1 食あたりの砂糖の量（グラム数）と100

mL 中に含まれる砂糖の量（グラム数）を表に挙げ

て説明し，「600 mL の清涼飲料水 1 本を 1 年間毎日

飲んだ場合，何 kg の砂糖を摂取するか計算しなさ

い。」の計算問題を提示している。「健康とウェル

ビーイングをリードする若者たち」では，「自分の

食生活を調べて，どのような食品を摂取したか 1 週

間分を記録する。また，摂取した飲料水には，どれ

くらいの砂糖が含まれているか，1 日，1 週間，1

か月，1 年で砂糖の総量を計算する。」の調べ学習

を提示している。

 考 察

本稿では，オーストラリアのナショナル・カリ

キュラムである Australian Curriculum から，保健

に関連するニューメラシー教育に関する項目につい

て，情報を収集し，内容を概観した。その結果，次

の 3 点が明らかになった。◯ニューメラシーは，汎

用的能力（General Capabilities）として位置づけら

れる，◯ニューメラシーは，教科横断的にカリキュ

ラム全体で育成されるべき能力として示される，◯

保健体育科はニューメラシーと関連の高い学習領域

の一つに取り上げられており，ニューメラシーは

Year8 と Year10で扱われている。

ニューメラシーは「汎用的能力」の一つとして位

置づけられており，様々な教科等で育成されるべき

能力とされる。また，ニューメラシーに関するスキ

ルを明示的に示しており，ニューメラシーと最も関

連の高い学習領域を特定し，ニューメラシースキル

を必要とする学習内容を具体的に提示している。

Geiger ら31)および Steen32)は，ニューメラシーを高

めるには，数学だけではなくすべての教科で学習す

る必要があることを指摘している。したがって，我

が国でもニューメラシーに関する教育は，保健をは

じめさまざまな教科で取り上げることが重要と思わ

れる。

ニューメラシースキルは，健康・医療のほか，金

融，経済，災害など様々な生活の場面で活用される

が，Levy ら33)による数学，経済，健康の 3 領域の

ニューメラシーの調査では，健康領域で提示された

ニューメラシー問題の正解率は，数学と経済領域に

比べて正解率が低かったことを報告しており，健康

領域のニューメラシーと一般的なニューメラシーは

異なる可能性があると述べている。また，Lau34)

は，一般的なニューメラシーと健康に関するニュー

メラシーは，正の相関がみられるものの，異なる構

成概念を測定していることを示唆している。このよ

うに，一般的なニューメラシーと健康に関する

ニューメラシーは異なる能力であることが考えられ

る。したがって保健体育科でニューメラシーについ

て学ぶ意義があると思われる。

保健・医療の領域で用いられるこのようなニュー

メラシーは，ヘルスニューメラシーと呼ばれること

も 多 く ， 近 年 重 視 さ れ る よ う に な っ て き

た11,33,35～38)。ヘルスニューメラシーの定義につい

て統一的なコンセンサスは形成されていないが，

Healthy People2010のヘルスリテラシーと一般的な

ニューメラシーを統合した Golbeck36)の定義による

と，ヘルスニューメラシーは，「個人が効果的な健

康上の意思決定を行うために必要な数量，定量，グ

ラフ，生物統計および確率的な健康情報にアクセ

ス，解釈，伝達，行動する能力の度合い」と定義さ

れている。また，Golbeck36)は，ヘルスニューメラ

シーの定義に基づきフレームワークを整理し，基

本，計算，分析および統計の 4 つのカテゴリーがあ

ると述べている。この定義やフレームワークには，

単に数値を読むといったスキルだけではなく，基本

的な計算，割合，頻度，パーセンテージ，確率およ

び表やグラフを理解し活用することが含まれる。つ

まり，Australian Curriculum のニューメラシーの内

容は，ヘルスニューメラシーの構成要素を含んでい

ると考えられる。

ところで，健康に関するニューメラシー教育を行

うには評価が必要である。結果に示したように，

Australian curriculum では達成基準が示されてお

り，それとは別にニューメラシーは，各教科ではな

く汎用的能力として評価が行われている39)。近年

ニューメラシーは各国で注目されており，様々な評



834834 第70巻 日本公衛誌 第12号 2023年12月15日

価法が開発されてきた40,41)。我が国でも，基本的な

計算，割合，頻度，パーセンテージ，確率および表

やグラフの理解を評価する一般市民を対象とした健

康に関するニューメラシーテストが開発されてい

る42)。今後，健康に関するニューメラシー教育にお

いては，このような評価法を用いて教育効果の検証

をすることも必要であろう。

 結 論

本研究では，オーストラリアのナショナル・カリ

キュラムである Australian Curriculum から，健康

に関連するニューメラシー教育に関する項目につい

て，情報を収集し，内容を概観した。その結果，次

の 3 点が明らかになった。Australian Curriculum で

は，◯ニューメラシーは，汎用的能力（General

Capabilities）として位置づけられていた，◯ニュー

メラシーは，教科横断的にカリキュラム全体で育成

されるべき能力として示されていた，◯保健体育科

は，ニューメラシーと関連の高い学習領域の一つに

取り上げられており，ニューメラシーは Year8 と

Year10で扱われていた。日本の保健体育科の学習

指導要領および同解説では，ニューメラシーの学習

要素は示されていない。Australian Curriculum での

保健体育科における健康に関するニューメラシー教

育は，具体的な教育内容を含めて，今後我が国の

ニューメラシー向上のための健康教育を検討する上

で参考になると考えられた。

開示すべき COI 状態はない。
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